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定
例
会　

第
６
回
臨
時
会　

委
員
会
・
議
員
提
出
議
案　 

請
願
・
陳
情
と
そ
の
結
果　

審
議
結
果

議案番号 件　　　　名 議決状況

７
汚染米の原因究明を政府が責任を
もって解明することを求める意見書
の提出について

原案可決

８ 南相馬市議会会議規則の一部を改正
する議会規則制定について 原案可決

９ 議会改革検討特別委員会の設置につ
いて 原案可決

受理番号 件　　　　名 請願・陳情者氏名 議決状況

請願
２

震災復興記念館（仮称）建設に関す
る請願

小高区行政区長連合会
　会長　山澤　　征 一部採択

請願
５

汚染米について原子力規制委員会の
検討経過を南相馬市議会として調査
することを求める請願

原発事故の完全賠償を
させる南相馬の会
　会長　相良　正己

採　択

請願
６

小高区小・中学校本校再開時期「平
成 28 年度２学期」の変更を求める
請願

小高区安全・安心な学習
環境を求める父母の会
会長　志賀　充　ほか 53 名

継続審査

陳情
５ 子育て世帯への定住奨励金について 小野　キヨ子 採　択

陳情
６

共生型復興住宅（シェアハウス）に
関する陳情 藤島　昌治 継続審査

陳情
７

「玄関から玄関まで」の「乗り合い
タクシー」（デマンドタクシー）の
実現を求める陳情

「乗り合いタクシー」を
実現させる市民の会　
呼びかけ人の会
　代表　渡部　正孝

継続審査

委員会提出議案・意見書 12月定例会に提出された請願・陳情とその結果

平成27年12月定例会での審議結果（意見が分かれた議案について掲載しました。）
議　員　名

議案等の名称

議
決
結
果

友　和　会 改革クラブ 尚友会 日本共産党
議員団 無会派 無会派 無会派 無会派 無会派

山田
雅彦

中川
庄一

鈴木
昌一

田中
一正

今村
裕

細田
廣

平田
武

田中
京子

渡部
一夫

鈴木
貞正

竹野
光雄

小川
尚一

門馬
和夫

但野
謙介

太田
淳一

荒木
千恵子

渡部
寛一

岡﨑
義典

大山
弘一

奥村
健郎

志賀
稔宗

水井
清光

12
月
定
例
会

市
長
提
案

予　

算

平成 26 年度南相
馬市一般会計歳入
歳出決算認定につ
いて

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ╳ ○ ○ ○ ○ ○

　○　議決結果欄の意味はそれぞれ次のとおり　■■可　可決　■■否　否決　■■継　継続審査
　○　採決の結果欄の意味はそれぞれ次のとおり　■■○　賛成　■■╳　反対　■■議　議長　■■欠　欠席

○
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
林　

秀
之
氏
（
原
町
区　

新
任
）

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の

委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

・
佐
藤
金
雄
氏
（
小
高
区　

再
任
）

・
西
山
健
司
氏
（
原
町
区　

新
任
）

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
加
藤
春
樹
氏
（
鹿
島
区　

再
任
）

人　

事

○
南
相
馬
市
深
井
戸
の
無
償
貸
付

及
び
譲
渡
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

未
給
水
区
域
及
び
給
水
区
域
内

の
水
道
未
整
備
地
域
に
お
け
る
井

戸
掘
削
に
係
る
事
業
の
再
構
築
を

図
る
た
め
、条
例
を
廃
止
す
る
も
の
。

【
廃
止
の
理
由
】

　

井
戸
掘
削
を
希
望
す
る
世
帯
が

当
初
見
込
み
よ
り
も
大
幅
に
増
加

し
た
こ
と
に
伴
い
、
公
共
事
業
と

し
て
発
注
し
た
場
合
、
相
当
期
間

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
事

業
を
市
民
が
市
外
の
さ
く
井
業
者

を
含
め
て
自
由
に
選
択
で
き
る
方

法
と
し
て
井
戸
掘
削
事
業
に
要
し

た
費
用
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付

す
る
制
度
に
変
更
す
る
た
め
条
例

を
廃
止
す
る
も
の
で
あ
る
。

施
行
日　
　

公
布
の
日

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

【
主
な
内
容
】

南
相
馬
市
大
型
園
芸
施
設
整
備

事
業
（
鹿
島
区
南
海
老
）
造
成

工
事

・
契
約
の
金
額　

２
億
８
千
480
万
円

・
契
約
の
方
法　

制
限
付
き
一
般
競
争
入
札

・
契
約
の
相
手
方

　

後
藤
建
設
工
業
株
式
会
社

（
鹿
島
区
）

【
主
な
内
容
】

南
相
馬
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
土

木
工
事

・
契
約
の
金
額　

４
億
８
千
924
万
円

・
契
約
の
方
法　

制
限
付
き
一
般
競
争
入
札

・
契
約
の
相
手
方

　

関
場
建
設
株
式
会
社（
原
町
区
）

○
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

【
主
な
内
容
】

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
機
器
購
入

・
取
得
す
る
動
産

Ｎ
Ｘ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
対

策
）
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
機
器

本
体
ほ
か

・
取
得
予
定
価
格　

５
千
940
万
円

・
取
得
の
方
法　

随
意
契
約

・
取
得
の
相
手
方

　

東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

（
福
島
市
）

第
６
回
臨
時
会

・
契
約
の
金
額　
11
億
９
千
232
万
円

・
契
約
の
方
法　

随
意
契
約

・
契
約
の
相
手
方

　

サ
ン
キ
ン
Ｂ
＆
Ｇ
株
式
会
社

（
埼
玉
県
羽
生
市
）
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復
興
に
羽
ば
た
く
５
年
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議　

長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平　

田　
　
　

武

　

平
成
28
年
の
新
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
市
議
会
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

震
災
か
ら
5
年
、
今
も
多
く
の
市
民
が
避
難
を
さ
れ
、
仮
設
や
借
上
げ
住
宅
で
新
年
を

迎
え
て
い
ま
す
。
一
日
も
早
く
平
常
時
の
生
活
が
で
き
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

毎
日
、
朝
が
来
る
よ
う
に
、
震
災
や
生
活
実
態
に
関
係
な
く
、
今
年
も
正
月
を
迎
え
て

い
ま
す
。

　

平
成
28
年
は
南
相
馬
市
の
未
来
に
向
け
て
、
舵
取
り
が
大
変
な
年
と
位
置
付
け
て
市

議
会
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
は
戦
後
70
年
の
節
目
の
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
紛
争

や
テ
ロ
が
起
き
て
い
ま
す
。
残
念
の
一
言
で
あ
り
ま
す
。

　

国
内
で
は
明
る
い
話
題
に
、ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
の
大
村
さ
ん
。梶
田
さ
ん
。宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
帰
還
の
油
井
さ
ん
。
世
界
一
の
得
点
を
更
新
し
た
フ
ィ
ギ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
羽

生
選
手
。
各
々
道
が
違
っ
て
い
て
も
輝
い
て
い
ま
し
た
。
日
本
の
誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
常
磐
自
動
車
道
の
開
通
、
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
の
完
成
、
環
境

創
造
セ
ン
タ
ー
の
落
成
、
セ
デ
ッ
テ
か
し
ま
は
予
想
を
超
え
る
利
用
状
況
、
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
の
着
工
な
ど
、
復
興
の
光
が
少
し
づ
つ
見
え
て
い
ま
す
。

　

反
面
、
復
興
の
名
の
下
に
大
き
な
事
業
の
導
入
も
多
く
、
将
来
に
向
け
て
、
過
度
な

市
民
負
担
と
な
ら
な
い
様
に
注
視
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
こ
の
度
の
震
災
を
受
け
て
、
今
だ
か
ら
で
き
る
事
業
を
積
極
的
に
誘
致
す
る

こ
と
も
重
要
で
あ
り
、
震
災
と
原
発
の
事
故
に
起
因
し
て
起
き
て
い
る
三
区
の
一
体
化
へ

の
対
応
や
道
路
網
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
、
議
会
と
し
て
、
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
年
か
ら
5
年
間
、
本
市
の
将
来
に
向
け
て
、
大
切
な
期
間
と
な
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
復
旧
・
復
興
に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

市
民
各
位
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
願
い
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

発
展
を
め
ざ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

細　

田　
　
　

廣

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
が
市
は
、
先
の
地
震
・
津
波
・
原
発
事
故
の
被
災
か
ら
立
ち
上
が
る
た
め
に
、

全
力
で
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
全
国
か
ら
力
強
い
ご
支
援
も
受
け
て
い
ま
す
。

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
仮
設
住
宅
や
借
り
上
げ
住
宅
で
暮
ら

す
方
々
が
ま
だ
お
り
ま
す
。
不
便
な
暮
ら
し
が
続
い
て
い
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。
悔

し
い
思
い
で
な
り
ま
せ
ん
。
被
災
者
の
御
苦
労
を
一
日
で
も
早
く
無
く
し
た
い
一
念

で
す
。
今
年
も
皆
さ
ん
と
共
に
力
を
合
わ
せ
歩
ん
で
ま
い
る
決
意
で
す
。

　

復
旧
復
興
は
、
一
歩
々
確
実
に
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
結
果
は
少
し

は
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
感
が
も
て
る
に
は
、
も
う
少
し
時
間
が
必

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
今
年
は
、
復
興
か
ら
再
生
発
展
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
再
生
へ
の
課
題
は
さ

ま
ざ
ま
で
あ
り
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
今
だ
か
ら
必
要
な
イ
ン
フ
ラ

整
備
が
あ
り
ま
す
。
人
口
は
減
少
の
予
測
で
す
。
定
住
者
支
援
や
交
流
人
口
の
増
加

対
策
も
近
々
の
課
題
と
捉
え
て
い
ま
す
。
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

更
に
、
子
供
達
に
は
未
来
に
夢
が
も
て
る
よ
う
に
。
高
齢
者
に
は
豊
か
な
暮
ら
し

が
お
く
れ
る
よ
う
に
。
安
全
で
活
力
あ
る
南
相
馬
市
再
生
の
た
め
に
、
執
行
部
共
々
、

議
会
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
会
に
は
、
要
望
や
陳
情
、
請
願
も
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
声
な
き
声
も
あ
り
ま
す
。

皆
様
の
声
が
的
確
に
議
会
に
反
映
で
き
、
執
行
機
関
へ
確
実
に
届
く
よ
う
、
市
民
目

線
で
の
政
策
実
現
に
も
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
市
民
皆
々
様
の
、
ご
健
勝
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
あ
い
さ
つ


